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研究成果の概要（和文）：歯科衛生士の教育には特異な専門的技術教育があり、その技術を習得

するためには、基本的な技術の段階を積み重ねていく課程が重要である。本研究は、技術習得

のための明確な過程を示し、各段階（ステップ）において学生が自己評価できるプログラムを

作成した。また、客観的評価基準を作成し、それらをもとに指導者が行う評価及びフィードバ

ックを組み合わせることにより、確実な技術を習得するステッププログラムと評価システムの

開発に取り組んだ。技術を段階的に評価し客観性の高い効率のよい評価機能を備えた評価プロ

グラムにより学生自身が自己の問題を把握し、さらに学生が学習意欲をもって取り組んでいけ

るためには、指導者による到達評価と効果的なフィードバックを組み合わせることが有効であ

ると考えられた。 

 

研究成果の概要（英文）：A course accumulating a basic technical stage is important there is 

peculiar technical technical education for education of a dental hygienist, and to learn the 

technology. This study shows a clear process for the technical acquisition, and a student 

can evaluate self in each stage (a step) programed it. I made an objective evaluation 

standard and wrestled for the evaluation that a leader did them for the cause and a step 

program and development of an evaluation system to learn certain technology by putting 

feedback together. I evaluate technology step by step, and student oneself can grasp a 

problem of self by an evaluation program comprising a high efficient evaluation function of 

objectivity. It is effective to combine arrival evaluation by a leader with effective feedback a 

student has learning will, and to be able to wrestle. 
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１．研究開始当初の背景 

歯科医療に専門家として携わる歯科衛生
士の教育には特異な専門的技術教育があり、
その技術を習得するためには、基本的な技術
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の段階を積み重ねていく課程が重要である。
これまで歯科衛生士の技術教育における評
価プログラムにおいて、具体的な基準や評価
が示されているものは非常に少ない。これは、
技術修得を評価する基準を設定するにあた
り、客観的評価であることが難しいためと考
える。また、技術を修得する過程において、
個人差が時間的にも技術的にも現われやす
いが、指導に費やせる時間には制約がある。
よって、従来の指導では、実際の実習過程の
進行は、指導者の経験的評価により、次のス
テップに進められることが多かったことが
考えられる。また、従来の評価者中心による
評価では、学生自身が自己技術修得における
基準が無く、自分の技術に対する評価が曖昧
であった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、技術習得のための明確な過程を
示し、各段階（ステップ）において学生が自
己評価できるプログラムを作成する。また、
客観的評価基準を作成し、それらをもとに指
導者が行う評価及びフィードバックを組み合
わせることにより、確実な技術を習得するス
テッププログラムと評価システムを開発し、
歯科衛生士教育の技術教育における評価の一
案をまとめることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

対象：専門課程に進級してきた 2年生～3年
前期学生、歯科衛生士技術教育のうち手用器
械(主に手用スケーラー)を使用する基礎実
習教育 
(1)技術習得のステッププログラムを作成し、
到達が評価できる評価基準を作成する。 

 学生による自己評価を行う。指導者による
評価を行い、同時に学生に対してフィード
バックを行う。 

(2)自己学習に使用できる教材を検討し、長
期休暇時に技術の後退が起こらないよう
応用する。 

(3)1年4ヶ月の基礎実習期間における技術習
得のトレーニングと評価を組み合わせた
プログラムおよびスケジュールを作成す
る。    

 
４．研究成果 
(1)技術習得評価 
①学生による自己評価 
 学生の自己評価について、反復学習を行っ
た後に学生が自己評価できる技術評価基準
を作成し、評価を実施した。評価項目は順次
積み上げていく形式を取り、技術のステップ
アップが学生自身に分かるようにした。技術
の習得は基本操作の積み重ねになるので、評
価項目は客観的に短時間で評価できる項目
を実施検討した結果、１技術５～６項目の評

価項目でもまとめることができた。 

②指導者による評価とフィードバック 

指導者による評価について、客観性と個人
差が出ない項目を検討した結果、学生の自己
評価と同じ項目になった。指導者による到達
評価と同時にフィードバックを組み合わせ
た。学生自己評価と指導者評価が同じ項目の
ため、比較できる形で評価表を作成し、同時
にフィードバックを行うので、学生は評価の
基準が段階を経ることで正しく理解するこ
とが可能となった。 

 
(2)自己学習教材の検討 
①シミュレーション教材 
 本学独自に開発した医歯学シミュレーシ
ョン教育システムを使用し、e-learning によ
る教材を実施した。この方法は先に行った教
育の復習には利用できたが、予習やステップ
アップに使用する教材を作ることができな
かった。既に理解している内容の確認とイメ
ージトレーニングには利用できるが、技術練
習の実施には応用が難しいことがわかった。 
②技術トレーニング用補助教材の使用 
 基礎技術トレーニングには、マネキンと顎
模型を組み合わせたものを使用する。顎模型
は学生が個々に所有しているが、マネキンは
実習室にて使用するもので自己練習には持
ち出し不可能であるため、机上で簡単に使用
できる教材を検討し取り入れた。その教材を、
長期休暇期間に学生に貸し出し、自由に使用
させた結果、使用感（機能性、簡便性など）
は評価されたが、実際の使用は数回に留まっ
た。 
 
(3)技術習得の比較 
①基礎技術の習得 
 技術習得のトレーニングは専門課程2年生
前期 5 月～7 月、後期 10 月～1 月、3 年生４
～7 月に行う。2 年次 8･9 月および 2･3 月の
連続 2ヶ月計 4ヶ月は技術トレーニングを行
わないことになる。特異な技術習得について、
長期の休暇は技術習得の後退をもたらし、ト
レーニング時間の追加だけでなく、学生のモ
ティベーションの低下も見られ問題であっ
た。技術習得のための評価プログラムを開始
した 2011 年・2012 年の 2 年生について、2
年後期開始時（10月）には技術の後退が少な
いように思われ、また、自己評価により技術
を確実に取り戻すことが可能となった。 
②技術評価 
 歯科衛生士関連の実習科目においては、進
級に関わる評価を筆記試験の他に OSCE（客観
的臨床能力試験）を行っている。この試験は
合格ラインを 80％とし、例年試験 1回目の合
格率は低かった。学生による自己評価は、試
験的に 2010 年度から実施した。2年終了時の
手用器械実技試験（OSCE）の 1回目の合格率



は、開始前の 2009 年度 20.0％に比べて、2010
年度 38.5％、2011 年度 40.7％、2012 年度
35.0％と、明らかに増加した。また、2012 年
度は、試験評価を行う 2 名のうち、1 名を基
礎実習指導者、1 名を基礎実習には関わって
いない臨床実習指導者で行い、指導者評価の
比較を行った。結果として 2名の指導者評価
間に一致が見られないものがあり、客観的評
価として曖昧な項目があることが考えられ
た。 
 
(4)基礎技術教育のトレーニングプログラム
と評価システム 

①技術教育開始前期(2年生前期)プログラム 
最初の技術習得のステッププログラムお

よび学生自己評価と指導者評価・フィードバ
ックは、技術習得の基礎として実施継続可能
なものと考える。 
②技術教育中期(２年生後期)･後期(３年生
前期)プログラム 
前期の実技実施はマネキンと模型を使用

して行うため、実習環境の条件が統一でき、
技術評価を行うとき、基準は一致しやすい。
中期および後期は、学生相互(患者役・術者
役を交代で行う)での技術トレーニングを行
うため、対象が統一されず、基準が一致しに
くい。また、相互実習では、1 つの実習の中
で手技のトレーニング以外にいろいろな要
素が組み合わされて行うため、学生の自己評
価を行いにくいという結果であった。 
③全プログラム 
トレーニングプログラムは、実施可能な条

件とともに案を作成し、2012 年度から実施し
ている。評価システムは、各技術のステップ
アップの評価項目を決めたが、指導者評価の
内容と実施時期の検討が不十分である。また、
中期・後期（相互実習時）の学生自己評価の
方法を再検討する必要がある。 
 
まとめ 
 本研究の目的は、技術能力の修得のための
プログラム開発である。技術を段階的に評価
し客観性の高い効率のよい評価機能を備え
た評価プログラムにより、学生自身が自己の
問題を把握し、さらに学生が学習意欲をもっ
て取り組んでいけるためには、指導者による
到達評価と効果的なフィードバックを組み
合わせることが有効であると考えられた。 
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